
■■

◆
■■
■■■
■■■■■■■
■■■■■■■

「新 た な 知 の 地 平 を 拓 く 」
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「新 た な 知 の 地 平 を 拓 く 」

京都大 学 附置研 究所 ・セ ンター

22ResearchInstitutesandCenters

KyotoUniversity

日 時=2009年3月14日(土 》

場 所=名古屋 名鉄ホール
※名鉄百貨店本館1階西北門のエレベーターから10階へお上がりください。

主 催=京 都大学 附置研究所 ・センター

後 援=読 売新聞社 ・(財)京都大学教育研究振興財団

交通 アクセス

■名鉄線(徒歩1分)

名鉄名古屋駅下車→西改札口出てすぐ左手

■近鉄線(徒歩3分)

近鉄名古屋駅下車→地下出口改札出て右へ

■JR在 来線・新幹線(徒歩5～]0分)

名古屋駅下車→広小路口(名鉄線)→改札出て左20M直 進

プログラム

■
10:00^一10:15

「開 会挨拶」 松本 紘(京 都大学総長)

藤 井信孝(京 都大学副学長)

■
10:15^一11:00

田 中 雅一(人 文科学研究所教授)

「セックスー語りたい?語 れない?」

11:00～11:10休 憩

11:10^一11:55

矢 野 浩之(生 存圏研究所教授)

「植 物で自動 車を創る1一 生物の力を借 りる材料開発一 」

■
11:55^一12:40

幸 島 司郎(野 生動物研究センター教授)

「野生動物に学ぶ一 雪虫か らイルカまで一 」

12:40～14:10昼 食 休憩

i
14:10^一14:55

杉 原 薫(東 南アジア研究所教授)
「人類が生 き延びてこられたのはなぜか

一グローバル・ヒス トリーの新 しい問い一」

14:55^一15:40

益 川 敏英(京 都大学名誉教授・元基礎物理学研究所長)

「素粒子論研 究の想 いで」

15:40～15:55休 憩

15:55^一17:20

パ ネルディスカッション

「学問のつなが りのユニークさ=そ れがつくる明るい未来」

コーディネーター:代 谷誠治(原 子炉実験所長)

ゲストパネリスト:山脇幸一(名 古屋大学大学院理学研究科教授)

宇 川 聡(読 売新聞大阪本社 編集委員)

パネリスト:田中雅一

矢野浩 之

幸 島司郎

杉原 薫

1
17:20^一17:25

「閉 会挨拶」 石原和弘(防 災研究所長)
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参加お申込み

◇ 申込 み締 め切 り日:平 成21年3月2日(月)必 着(た だし締め切り日まで1こ募集人6こ 達した場合はその時点で締切ます)

◇ 申込 み先 〒606-8501京 都 市 左 京 区 吉 田 下 阿達 町46京 都 大 学 東 南 アジ ア研 究 所 内 京都 大 学 「京 都 か らの提 言 」事 務 局

e-mail:kyotoO314@cseas.kyoto-u.acjpFAX:075-753-7350

欝 講 驚 認 瀦 擁 錨 識 鑑1露 灘 的以外1こは利用胤 ま甑http・//www・cseas・ky・t・ 一u・acjp/symp・/

参加ご希望の方は、「お名前」「郵便番号」「住所」「年齢」を明記の上、下記宛にはがき、e-mailまたはFAXで お申込みください。※質問事項がある場合はご記入ください。

参加者には後日こちらから、はがきにて「入場券」をお送りいたします。

◇先着800名(入 場無料)
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「セックスー語 りたい?語 れない?」

セックスは、すべ ての人 間 にとって無視 で きない重要 な活

動です。ひとりでするか 、ふた りで するか、はたまた3人 以上

でするか に関 係な く、ほ とんどの人 間はセックスとみなされ

る行 為 をしているはず です。しか し、それ について語 るとい

うのはきわめてむず かしい。なぜ で しょうか。話 し相 手 が恋

人で はないか らで しょうか 。でも、恋 人 とさえそれ について

語 るのは難 しい ように思 われます。そのような困難 を乗 りこ

えてセックスについて語 ることの意義 につ いて考 えてみた

いと思 います。

[

田中 雅 一

人文科学研究所

教授

「植物で 自動車を創る!

一生物の力を借 りる材料 開発 一」

樹 木 は、小さな種 に始 まり、やが て地 球 上で最 も巨大な生

き物 となります。その樹 体 を支 えるのは、すべての植 物 細胞

の基本 物 質 で、鋼 鉄 の5倍 の強度 を持つ"セ ルロースナノ

ファイバ ー"で す。この無 尽蔵 の植物 資 源を使 って、自動車

のボディー や窓 、ディスプ レーパネル を創 る研 究 について

紹介 します。自然 に対す る感1生を大 切 にし、生 き物 とシンク

ロナイズ(共 鳴)し なが ら、その力 を借 りて材料 を作 ってい

く、植 物 資源利 用の先 端科 学です。

「野生動物 に学ぶ

一雪虫か らイルカまで 一」

真冬 の雪 の上 を歩 き回 る不思 議 な昆 虫 との出会 いか ら始

まった、私 の氷河 生 態系研 究 は、その後 、地 球規 模 の環境

変動 研 究 など、様 々な学際 研 究 に発 展 しました。また、「ど

うしても野 生動 物 の研 究が したい!」貴 重 な学 生 達 との 出

会 いから、「ヒトにはなぜ 白目が あるのか?」 「イル カはどう

やって眠 るのか?」 な ど、多 くのユ ニークな研 究 がは じまり

ました。「自分 の眼で見 て、自分 の頭 で考 える」研 究 の楽 し

さと大切 さにっ いてお話 しします。

「人類が生き延びてこられたのはなぜか

一グローバル・ヒストリーの新しい問い一」

これ までの近 代史 は、資 本主 義社 会 の成 立や、日本 ・アジ

アの近代 化 を、科 学 革 命、産 業 革命 による生 産性 の劇 的

な向上 と関係 づ けて説 明 して きました。と同時 に、それ は、

森 林 を伐採 し、石 炭 、石 油 などの化石 資 源 を使 って、地 球

環境 を脅 か してきた過 程で もあったのです。しか し、見方 を

変 えれ ば、人類 はさまざまな危 機 を乗 り越 えて、生 存基 盤

を持 続 させ てきた とも言 えます。グローバ ル ・ヒス トリー研

究 はいま、そこに光 を当てようとしています。
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矢野 浩之

生存圏研究所

教授
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幸 島 司郎

野生動物研究センター

教授
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杉原 薫

東南アジア研究所

教授

「素粒子論研究の想いで」

素粒子論に関する私の研究を振り返って、名古屋大学の

大学院で過ごした坂田昌一先生の研究室の様子や、小林

誠さんと一・緒に研究した京都大学の様子などを中心にお

話をしたいと思います。また、私たちがその起源を明らかに

したCP対 称性の破れが、我々の住む宇宙の1生質を解明す

る上でどのような重要な働きをするのかについて議論した

いと思います。

京都大学 附置研究所・センター

.̀

A

益 川 敏 英

京都大学名誉教授

元基礎物理学研究所長

■化学研究所
■人文科学研究所
■再生医科学研究所
■エネルギー理工学研究所
■生存圏研究所
■防災研究所
■基礎物理学研究所
■ウイルス研究所

■経済研究所
■数理解析研究所
■原子炉実験所
■霊長類研究所
■東南アジア研究所
■学術情報メディアセンター
■放射線生物研究センター
■生態学研究センター

■地域研究統合情報センター

■産 官学連携センター

■フィールド科学教育研究センター

■こころの未来研究センター

■野生動物研究センター

■物質 一細胞統合システム拠点

4

プログラム
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「開会挨拶」 松本 紘(京 都大学総長)

藤 井信孝(京 都大学副学長)
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10:15^一11:00

田中雅一(人 文科学研究所教授)

「セックスー語 りたい?語 れな い?」

11=00～11=10休 憩

11:10^一11:55

矢野浩之(生存圏研究所教授)
「植物で自動車を創る1一 生物の力を借 りる材料開発一」

11:55^一12:40

幸島司郎(野 生動物研究センター教授)

「野生動物 に学ぶ一 雪虫からイルカまで一」

12:40～14:10昼 食 休憩

14:10^一14:55

杉 原 薫(東 南アジア研究所教授)

「人類が生 き延 びてこられたのはなぜか

一グローバル ・ヒストリーの新 しい問い一」

14:55^一15:40

益川敏英(京 都大学名誉教授・元基礎物理学研究所長)

「素粒 子論研 究の想いで」

15:40～15:55休 憩

15:55^一17:20

パ ネルディスカッション

「学問のつなが りのユニークさ:そ れがつくる明るい未来」

コーディネーター:代 谷誠 治(原 子炉実験所長)

ゲストパネリスト:山脇幸一(名 古屋大学大学院理学研究科教授)

宇 川 聡(読 売新聞大阪本社 編集委員)

パネリスト:田中雅一 矢野浩 之 幸 島司郎 杉原 薫

鳳
コーディネーター

代谷 誠治

原子炉実験所長
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ゲストパネリスト

山脇 幸一

名古屋大学大学院

理学研究科教授

17:20^一17:25

「閉会挨拶」 石原和弘(防 災研究所長)

ぼL
ゲストパネリスト

宇川 聡

読売新聞大阪本社

編集委員








